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『落花飛鳥』 におけるテ ィエール像 - 25ー
かったろうが，週日と変わらず執務を行なっている長官の多忙ぶり をうかが
わせるには， じつに効果的な設定の仕方であったということになろ う。 さら
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<(Histoire de la Rdvolution francaise (フランス革命史)) (1823 -27)を幸子
し， 1833 {t:にはノディエを尻目に. いち半くフランス ・アカデミーの会員
に巡山され.さらには延々十九巻にわたる人>'i・，¥(Histofre du COllsulat et de 
['Emρire(執政政府ならびに帝政時代史)) (1845 62)をも t梓している。
しかも，そう Lた杵{/I:によコて人;金を子にするようになった駁史家として
は.フランスでは彼か初めてのケースであ)たという。12) rコンスチイ
テι シー :1ネノレ紙」得制のt ピソードをはじめ， 30 ~fの革命の党火点となっ
た「ナシ:Jナル紙 J0) .fl:といい， この'H'だといい， 1:1，¥版業界を足跡かりに
l -cjllに打ってtI¥ -cは，不1.?t与を j かむi皮の料附こそ. パJレザ、ック以 IJこ卜フし
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『落花飛鳥』におけるティ エール像 - 29一
世紀という時代の申し子であったといえよう。ともあれ，小説中に挿入され
た行政長官のロシア大公フヨードルへの大仰な表敬の言葉など，かれの大著




























































































4・4・-'"- が作品r:tlに投錨させていたといよ • 
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『落花飛鳥』におけるティエール像 - 3 -
それにしても，ナポレオン三位とティエールというこの二人の異色の政治
家は，何という不思議な因縁につきまとわれてきていることだろう。前凶ふ








































































ヨー ロ ッパの社会をふりかえり， ことにフランス大革命よりはや百年を経，
幾多の政変や革命に彩られたその歴史をかえりみて，こう結ぶのである。
「王権の失墜が迫っているとでも?共和政体の到来とでも言われるか?
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